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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月25日(2011.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　変性円板及び／又は椎間関節からの疼痛及び／又は炎症を抑制、予防、又は治療するよ
うな治療を必要とする患者においてそれをするのに有用な埋込型薬物デポー剤であり、治
療有効量のαアドレナリン作動性アゴニストを含んでなり、変性円板及び／又は椎間関節
からの疼痛及び／又は炎症を抑制、予防、又は治療するために変性円板及び／又は椎間関
節又はその付近に埋め込み可能であり、ここで有効量のαアドレナリン作動性アゴニスト
を少なくとも１日の期間にわたり放出することが可能である、前記埋込型薬物デポー剤。
【請求項２】
　αアドレナリン作動性アゴニストを３日～１２ヶ月の期間にわたり放出して、変性円板
は椎間板ヘルニアを含む、請求項１に記載の埋込型薬物デポー剤。
【請求項３】
　αアドレナリン作動性アゴニストがα２アドレナリン作動性アゴニストを含む、請求項
１または２に記載の埋込型薬物デポー剤。
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【請求項４】
　α２アドレナリン作動性アゴニストが、Ｌ－ノルエピネフリン、クロニジン、デクスメ
トデトミジン、アプラクロニジン、チザニジン、ブリモニジン、キシロメタゾリン、テト
ラヒドロゾリン、オキシメタゾリン、グアンファシン、グアナベンツ、キシラジン、モキ
ソニジン、メデトミド、リルメニジン、ＵＫ　１４，３０４、Ｂ－ＨＴ　９３３、Ｂ－Ｈ
Ｔ　９２０、ミバゼロール、オクトパミン、チザニジン、又はこれらの組合せを含む、請
求項３に記載の埋込型薬物デポー剤。
【請求項５】
　ポリ（ラクチド－コ－グリコリド）（ＰＬＧＡ）、ポリラクチド（ＰＬＡ）、ポリグリ
コリド（ＰＧＡ）、Ｄ－ラクチド、Ｄ，Ｌ－ラクチド、Ｌ－ラクチド、Ｄ，Ｌ－ラクチド
－コ－ε－カプロラクトン、Ｄ，Ｌ－ラクチド－コ－グリコリド－コ－ε－カプロラクト
ン、又はこれらの組合せの１以上を含んでなる少なくとも１つの生分解性ポリマーを含む
、請求項１ないし４のいずれか１項に記載の埋込型薬物デポー剤。
【請求項６】
　（ｉ）ボーラス用量のαアドレナリン作動性アゴニストを変性円板又はその付近で３日
間までの期間にわたり、そして（ｉｉ）有効量のαアドレナリン作動性アゴニストを１２
ヶ月までの期間にわたり放出する、請求項１ないし５のいずれか１項に記載の埋込型薬物
デポー剤。
【請求項７】
　その中に負荷したαアドレナリン作動性アゴニストの全量に対して約２０％～約９９％
のαアドレナリン作動性アゴニストを、それを変性円板及び／又は椎間関節又はその付近
へ投与した後の３日～１２ヶ月の期間にわたり放出する、請求項１ないし６のいずれか１
項に記載の埋込型薬物デポー剤。
【請求項８】
　変性円板及び／又は椎間関節からの疼痛及び炎症を抑制、治療、又は予防するために、
０．１ｍｇ～１００ｍｇのα２アドレナリン作動性アゴニストを少なくとも３日の期間の
間に２４～４８時間にわたり放出する、請求項３に記載の埋込型薬物デポー剤。
【請求項９】
　その全重量に基づいて約５重量％～約１５重量％のクロニジンと少なくとも８０重量％
の生分解性ポリマーを含み、有効量のクロニジンを少なくとも１５０日の期間にわたり放
出するように適用される、請求項４に記載の埋込型薬物デポー剤。
【請求項１０】
　椎間板ヘルニアの５ｃｍ以内に埋め込まれて、クロニジンは、椎間板ヘルニアからの疼
痛及び／又は炎症を抑制する、請求項４に記載の埋込型薬物デポー剤。
【請求項１１】
　変性円板及び／又は椎間関節からの疼痛及び／又は炎症を治療するような治療を必要と
する患者においてそれをするのに有用な生分解性薬物デポー剤であって、治療有効量のα
アドレナリン作動性アゴニストを含んでなり、該薬物デポー剤は変性円板及び／又は椎間
関節又はその付近に投与される、ここで該薬物デポー剤は有効量のαアドレナリン作動性
アゴニストを少なくとも１日の期間にわたり放出して、そしてここで薬物デポー剤は、ポ
リ（ラクチド－コ－グリコリド）（ＰＬＧＡ）、ポリラクチド（ＰＬＡ）、ポリグリコリ
ド（ＰＧＡ）、Ｄ－ラクチド、Ｄ，Ｌ－ラクチド、Ｌ－ラクチド、Ｄ，Ｌ－ラクチド－カ
プロラクトン、Ｄ，Ｌ－ラクチド－グリコリド－カプロラクトン、又はこれらの組合せを
含んでなるポリマーを含む、前記生分解性薬物デポー剤。
【請求項１２】
　疼痛及び炎症を抑制、治療、又は予防するために、薬物デポー剤が０．１ｍｇ～１００
ｍｇのαアドレナリン作動性アゴニストを少なくとも３日の期間の間に２４～４８時間に
わたり放出する、請求項１１に記載の生分解性薬物デポー剤。
【請求項１３】
　薬物デポー剤が（ｉ）ボーラス用量のαアドレナリン作動性アゴニストを変性円板又は
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その付近で３日～１４日までの期間にわたり、そして（ｉｉ）有効量のαアドレナリン作
動性アゴニストを１５０日までの期間にわたり放出する、請求項１１または１２に記載の
生分解性薬物デポー剤。
【請求項１４】
　変性円板及び／又は椎間関節からの疼痛及び／又は炎症を抑制するような治療を必要と
する患者においてそれをするのに有用な生分解性薬物デポー剤であって、治療有効量のα
２アドレナリン作動性アゴニストを含んでなり、該薬物デポー剤は該患者の変性円板及び
／又は椎間関節又はその付近へ送達される、ここで薬物デポー剤は有効量のα２アドレナ
リン作動性アゴニストを少なくとも１日の期間にわたり放出する、前記生分解性薬物デポ
ー剤。
【請求項１５】
　変性円板及び／又は椎間関節からの疼痛及び／又は炎症を患者において抑制、予防、又
は治療するのに有用な埋込型薬物デポー剤であり、治療有効量のα２アドレナリン作動性
アゴニストとポリマーを含んでなり；ここで、疼痛及び／又は炎症を抑制、予防、又は治
療するために変性円板及び／又は椎間関節又はその付近に埋め込み可能であり、そして（
ｉ）７２時間までの第一期間にわたり、それに負荷したα２アドレナリン作動性アゴニス
トの全量に対して約５％～約２０％のα２アドレナリン作動性アゴニストを、そして（ｉ
ｉ）１２ヶ月までの後続期間にわたり、それに負荷したα２アドレナリン作動性アゴニス
トの全量に対して約２１％～約９９％のα２アドレナリン作動性アゴニストを放出するこ
とが可能である、前記埋込型薬物デポー剤。
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